
11

案等の審議結果 第4回定例会（8月31日～9月25日）議

48号
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議員発議による意見書の提出

…議員が議案を提出することを言います。市長が提出する議案と同様に、議会で審議をして採決します。

　議員発議により提出された次の議案を本定例会で可決し、意見書を関係機関に提出しました。

［発議第7号］ 公立高校と私立高校の教育費負担の格差解消と私立高校の公費（私学助成）増額を求める意見書
　　（提出先）　内閣総理大臣、文部科学大臣、財務大臣、総務大臣、衆議院議長、参議院議長

［発議第8号］ 公立高校と私立高校の教育費負担の格差解消と私立高校の公費（私学助成）増額を求める意見書
　　（提出先）　新潟県知事

［発議第9号］ シルバー人材センターの支援拡充を求める意見書
　　（提出先）　内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣、衆議院議長、参議院議長

［発議第10号］ 糸魚川白嶺高等学校の学級減猶予を求める意見書
　　（提出先）　新潟県知事、新潟県教育委員会教育長
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平成26年度糸魚川市一般会計歳入歳出決算認定について
平成26年度糸魚川市柵口温泉事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成26年度糸魚川市有線テレビ事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成26年度糸魚川市集合支払特別会計歳入歳出決算認定について
平成26年度糸魚川市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成26年度糸魚川市集落排水・浄化槽事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成26年度糸魚川市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成26年度糸魚川市水道事業会計決算認定及び利益の処分について
平成26年度糸魚川市ガス事業会計決算認定及び利益の処分について
平成26年度糸魚川市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成26年度糸魚川市国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算認定について
平成26年度糸魚川市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
平成26年度糸魚川市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について
糸魚川市職員の再任用に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
糸魚川市情報公開条例の一部を改正する条例の制定について
糸魚川市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について
糸魚川市立小学校及び中学校設置条例の一部を改正する条例の制定について
糸魚川市監査委員条例の一部を改正する条例の制定について
糸魚川市スキー場条例の一部を改正する条例の制定について
糸魚川市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
平成27年度糸魚川市一般会計補正予算（第４号）
平成27年度糸魚川市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
平成27年度糸魚川市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
契約の締結について
人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員候補者の推薦について
「安全保障関連法案」の徹底審議を求める意見書
公立高校と私立高校の教育費負担の格差解消と私立高校の公費（私学助成）増額を求める意見書
公立高校と私立高校の教育費負担の格差解消と私立高校の公費（私学助成）増額を求める意見書
シルバー人材センターの支援拡充を求める意見書
糸魚川白嶺高等学校の学級減猶予を求める意見書
「私学助成の増額を求める意見書」に関する陳情

ここが聞きたい！ 一般質問
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質問

　厚生労働省は、第６期介護事業計画以降を「地域
包括ケア計画」と位置付け、６期の３年間だけでなく、団
塊の世代全員が後期高齢者になる2025年に向け、危
機感を持って取り組むことを自治体に呼び掛けている。
　今年の４月から介護保険制度が改定されてスタート
した地域包括ケアシステムの構築に向けたサービスの
充実施策の現状と予定について、在宅医療連携拠点
の整備と多職種による「チームケア体制」について、認
知症初期集中支援チームの設置と医師会との協議に
ついて、地域ケア個別会議の経過と推進会議の進め
方について、それぞれ伺う。
　また、新しい総合事業実施は平成29年４月だが、要
支援者への説明や体制整備の進み具合などの今後の
予定について伺う。

▼市長答弁
　多職種連携に関する拠点として「糸魚川地域在宅

医療推進センター」の設置を医師会が主体となって検

討しているところである。また、医療と介護のチームケ

ア体制については、糸魚川地域在宅医療連携協議会

の活動を通して、顔の見える関係づくりが構築されつ

つある。

　認知症初期集中支援チームについては、平成30年

度の設置を目標としており、医師会との協議を始めて

いるところである。また、地域ケア個別会議について

は、今年度からの総合事業移行に伴い、要支援者の支

援を目的とした地域ケア会議を実施しており、この会

議の集約及び課題整理を地域ケア推進会議で行って

いく。

　新しい総合事業については、今後、地域包括支援セ

ンターや居宅介護支援事業所と相談しながら、対象者

へ丁寧に説明していく。また、今後事業所説明会を開

催し、関係機関とともに体制整備を進めて行く予定で

ある。

地域包括ケアシステム
構築に向けて

古川 　昇
議員

質問

　ここ数年来、社会の「高齢化現象」への流れは急激
さを増してきている。この動き、その速さ・深刻さは加速
度的に、よりその度合いを強めているが、どう受け止めら
れるか。
　また、いわゆる「一人暮らし世帯」、当市の場合、今年
４月現在2,681世帯。もちろん、このすべてが老人とはい
えないが、この数字、さらに度を増して急激に増え続け
ると考え、総体的な対応策を考えあい、立てあう時とも考
えるが、いかがか。

▼市長答弁
　高齢化は大きな課題であり、高齢者が住み慣れた

地域で安心した生活が続けられるよう、今後も健康づ

くりや地域内で支え合う仕組みづくり、在宅福祉サー

ビスの充実などに努めていく。

　また、年々在宅の一人暮らし高齢者が増加している

ことから、地域の見守り体制の強化に取り組んでい

る。

質問

　押上－梶屋敷間約３キロは開通しているが、梶屋敷
以東が未開通である。もちろん長い年月の経過による当
初の法線案自体の動きなどもあったのであろうが、それ
らも含めて、一般市民・利用者・関係者という立場から
は、その中身・動きなどはほとんどわかりにくいというのが
現状ではないだろうか。それらの動き・変化など、流れ・経
緯・見通しなどを、現時点で分かり得る範囲で市民向け
に明らかにしていただきたい。

▼市長答弁
　先月、国土交通省から浦本地区の役員に対し、国道

８号東バイパス間脇－梶屋敷間の計画説明が行われ

たところであり、今後の進捗状況により、適切な時期

に市民への情報提供を行っていく。

高齢化社会
国道８号東バイパス

吉岡 静夫
議員


